
次世代住宅証明様式８－２

□ 等級４ （フラット３５Ｓ（優良な住宅基準））
□ 等級５ （フラット３５Ｓ（特に優良な住宅基準））

□ 基準省令及び非住宅・住宅計算方法
□ 住宅仕様基準

・ 外皮性能等に ・ 単位温度差あたりの外皮熱損失量（ｑ） □ 計算書
係る事項 （ Ｗ／K ） □ 仕上表

・ 単位日射強度あたりの冷房期の日射熱取得量（ｍｃ値） □ 平面図
（ 　 ） □ 矩計図

・ 単位日射強度あたりの暖房期の日射熱取得量（ｍH値） □
（ 　 ）

一次エネルギ ・ 床面積の合計 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 面積表
ー消費量に ・ 主たる居室の面積 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 平面図
係る事項 ・ その他の居室の面積 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □

□ 太陽光発電又は太陽熱利用給湯設備を採用 □ 計算書
・ 年間日射地域区分 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 仕上表

□ 平面図
□ 通風を利用 □ 矩計図
・ 換気回数 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □
□ 蓄熱の利用あり

・ 暖房期日射地域区分 （Ｗｅｂプログラム出力票による）

・ 運転方式及び設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 平面図
□ 設備機器

　 仕上表
・ 運転方式及び設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 計算書

□ 　
　 □ 　

・ 設備仕様及び換気回数 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 平面図
□ 熱交換換気設備を採用 □ 設備機器

仕上表
□

・ 設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 平面図
□ 配管方式 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 設備機器
□ 水栓の仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） 仕上表
□ 高断熱浴槽を採用 □

・ 設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 平面図
□ 多灯分散照明方式を採用　 □ 設備機器

仕上表
□

□ 太陽光発電を採用 □ 平面図
・ 設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による） □ 設備機器
・ 設置方式及び設置角 （Ｗｅｂプログラム出力票による） 仕上表
□ コージェネレーション設備を採用 □
・ 設備仕様 （Ｗｅｂプログラム出力票による）

　 　 　

※ 表中の「Ｗｅｂプログラム出力票」とは、『住宅・住戸の省エネルギー性能判定プログラム（独立行政法人建築研究所）』
による一次エネルギー消費量計算結果に関する出力票を示します。
「Ｗｅｂプログラム出力票」がある場合、設計内容説明欄における設計内容を省略することができます。
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・ 外皮性能等に 開口部比率 （ 　 ） □ 仕様書
係る事項 □ 熱貫流率の基準に適合 □ 仕上表

□ 断熱材の熱抵抗値の基準に適合 　 　 □ 平面図
□ 矩計図

開口部の比率の区分 □
□区分（い） □ 区分（ろ） □ 区分（は） □
□ 緩和措置有り
□ 窓の断熱（２％緩和） □ 窓の日射（４％緩和）
屋根 （ ） □ 仕様書
天井 （ ） □ 仕上表
壁 （ ） □ 平面図
床 外気に接する部分（ ） □ 矩計図

その他の部分 （ □
土間床等の外周部
外気に接する部分 （ ）
その他の部分 （ ）

建具・ドア枠の材質・形状 □ 仕様書
□ 仕上表

（ ） （ ） □ 平面図
（ ） （ ） □ 矩計図
（ ） （ ） □

□ 仕様書
□ 仕上表

（ ） （ ） （ ） □ 平面図
（ ） （ ） （ ） □ 矩計図
（ ） （ ） （ ） □
（ ） （ ） （ ）

　 一次エネルギ 外皮面積の合計（㎡）／床面積の合計（㎡）　 □ 計算書
ー消費量等級 　 　 　 □ 平面図

　 　 　 □ 矩計図
暖房方式 （ ） □ 平面図
【主たる居室】 □ 設備機器
設備仕様 （ ） 仕上表
効率等 （ ） □ 計算書

【その他の居室】 □ 　
設備仕様 （ ）

　 効率等 （ ） 　
冷房方式 （ ） 　
【主たる居室】 　
設備仕様 （ ）
効率等 （ ）

【その他の居室】
設備仕様 （ ）

　 効率等 （ ） 　
換気設備の方式 （ ） □ 平面図
比消費電力 （ ） □ 設備機器
換気回数 （ 回／ｈ ） 仕上表
□ 熱交換型換気を採用 □

給湯熱源機の種類 □ 平面図
効率等 （ ） □ 設備機器
ふろ機能 （ ） 仕上表

□
【主たる居室】 　 □ 平面図
□ 白熱灯あり □ 白熱灯無し □ 設備機器
□ 省エネ措置あり 仕上表

【その他の居室】
□ 白熱灯あり □ 白熱灯無し
□ 省エネ措置あり

【非居室】
□ 白熱灯あり □ 白熱灯無し
□ 省エネ措置あり

注１） フラット３５Ｓ（優良な住宅基準（省エネルギー性））に関する基準は、住宅性能表示制度の断熱等性能等級の等級４
　 又は一次エネルギー消費量等級の４若しくは等級５になります。
注２） フラット３５Ｓ（優良な住宅基準（省エネルギー性））に関する基準は、住宅性能表示制度の一次エネルギー消費量等

級の等級５になります。
注３） 太枠で囲われた欄は、設計者等が記入してください。なお、この欄に記載されている事項は、必要な範囲内で、個別

の検査において変更することができます。
注４） 書式内の欄に記載事項が入らない場合は、別添用紙を用いることができます。この場合は、別添用紙に番号等を付

し、該当する欄に当該番号欄を記載してください。
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